
GS
GSの 場合は、2本のポールがフラッ

ブ状 の布でつながれたものをひとつ

としてとらえ、これがふた組で1双

旗とみなされているので注意ぉだか

らSLとは違い、アウトサイドポー

ルもインサイドポールも2本ずつ存

在することになる。そして、ターン

するほうのインサイドポールがター

ンニングポールとなる

オー

2本ひと組、これがふた組、フォールライ

って開かれた形でセットされているのが、

合、オープンゲートとなる。

SL
双旗と呼ばれる、赤、青、2本ずつ

のポールの間を滑走していく。とに

かく2本の間をスキーが通過してい

ればよいので、上から入っても、下

から入っても、その通り方は自由。
いちばん速い通り方をチョイスする

のが選手の載量

GS

2本ひと組、これがふた組、
フォーフレラインに向かって

閉じられた形でセットされ
ているのが、クローズトバ
ーティカルゲー トとなる。

略した呼び方はSLと同じ。

―
クローズド
バーティカリレゲート
(プラインドゲート)

:   
｀

オ=プンアート

選手側からすると、2本のポールは開かれた

形で位置しているので、オープンゲー トと呼

ばれる

インサイドポ→レーーー→
夕‐ニングポール

ヘアピン
2つの双旗を連続させて、選

手にクイックな、急角度の

ターンを要求するセットで

もあるので、ヘアピンとよ
ばれる。テレビ解説などで

も出てくる言葉なので、覚
えておくとなにかと便利

「―アウけ“レインサイドポールはターンニングポ
ールでもある。なお、練習では普通、
アウトサイドポールは省略して、セ

ットしていない。大会などでちゃん

とした双旗 (ゲート)で セットされ
ると、どう通ったらいいのかわから

なくなってしまう人もいるので、普

段から省略されているアウトサイド

ポールも頭のなかで想定して練習し

ておくといい

選手からは2本のポールが閉じていて見
えにくいという意味で 「ブラインド」と

呼ばれることもある

スリレーゲート
ー
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ふたつのオープンゲートの間にバーティカルゲート洲配
置されているような場合、このバーティカルはスソレーし
てターンしないことからスリレーゲート、略してスルーと
よばれている。初し者は点線のようなラインを通りがち
だが、これはタイムを大きくロスするパターンなので避
けたし、まれに、ふたつのオープンの間にもうひとつの
オープンがターンを要求せず誘導するようにセットされ
ている場合もある。これもスフレーとぃうことになる。

オ=プンテレグラム

ストレート

フラッシュ
双旗を3つ連続さ
せて、選手に縦

長の素早い連続
ターンを要求す
るセットで、略

して 「ストレー

ト」と言われる

ことがほとんど。 ふ

ズドゲート」とか 「バーティカツ呵 また

今回は、アルベン競技の国際ルールに基づき、種目とポールセットの概略を解説。大体のイメー

ジを理解していただければ、OK。 なお、DH、 SG、 GS、 SLの標高差は、各国際大会で違いが

あるので注意 (日本の草大会はもつとスケールダウン)。おおまかな目安として見てはしい

標高差は250～ 450m。 方

向転換を必要とする旗門数

は標高差の11～ 15%。 最

近のW‐CUPレ ースでは、

タイムにして、1分10秒前

後のコースカ平均れ 日本

の草レースでは、1分を超

えるレースの数は少なめだ

標高差は180～ 220m。
旗門 (双旗)間 の間隔は
62 75cm～ 15mで 、W‐
CUPで は駒 35mま で
で、やや短くなる。方向
転換を必要とするターン

数はW―CUPで 55～75

1■3)

標高差の規定は800～
1loom。 しかし、例外と
して750mと いうのも認め
られており、コンチネンタ
ルカップでは650m～
FiSレースでは500m～と

樗モ読皇|お00“ 50m。加
転換を必要とする旗門数は
35以上。インターバルは
25m以上。標高差の10%が

旗門数の目安。DHの スピ
ードとGSの ターン、ふた
つの要素を掛け合わせたよ
うな種日で、選手にはター

ン中に最も強烈なGがかか
ってくる

なってしまった。2本のポールを布でつないだゲートカラ醸
で、赤でセットされる

ヘアピン
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ストレートフラツシュ


